
2025年 発表者氏名の五十音順

開催日 発表者 タ イ ト ル

25. 1.26. 井上 卓朗 箱館における前島密ゆかりの人々４

上遠野義久 武蔵国の記番印（１）

川上 晃一 旧多古便局

立山 一郎 熊本坪井郵便局 局種印の変遷

星名 定雄 郵趣執筆遍歴②

2024年

開催日 発表者 タ イ ト ル

24.11.24. 井上 卓朗 箱館における前島密ゆかりの人々３

上遠野義久 南武蔵の二重丸型日付印（後）

立山 一郎 『ウラジオストク航路と郵便（下）～日本海航路を中心に～ －1896年10月～1910年9月』

星名 定雄 イギリス郵便馬車200年記念切手と元絵

郵趣執筆遍歴①

山崎 好是 白抜「イリ七」、玉島の青印

24. 9.29. 井上 卓朗 箱館における前島密ゆかりの人々２

郵政遭難史　苔縄重雄と苔縄地蔵

上遠野義久 南武蔵の二重丸型日付印（前）

川上 晃一 幽霊画の伝承と郵便局長

星名 定雄 ドイツポスト500年記念絵葉書から　郵便馬車の御者と郵便配達人

24. 7.28 片山七三雄 丸一印時期の鉄道による郵便逓送

① 沿線局相互間逓送の大半は鉄道送のみに　　② 正規の中継印　　③ 誤使用と考えられる使用

上遠野義久 南方占領地ジャワの郵便

川上 晃一 「市川切手展 2024」 開催のお知らせ

立山 一郎 肥後・熊本局初期使用カバーについて

近辻 喜一 北村西望生誕140年イベントのパンフレット、　旧古河庭園のパンフレット

星名 定雄 イギリス、会計システムを巡る冤罪事件

24. 5.26 井上 卓朗 箱館における前島密ゆかりの人々

旧刊紹介『金儲の教授：一名・古郵券の眞価表』

上遠野義久 埼玉県の郵便史（243） 地名表示のない不統一印（2）

近辻 喜一 西京N1B1 月駒を日駒に流用

24. 3.23 井上 卓朗 安政５(1858) 東北を巡る旅にちなむ前島密ゆかりの人々２

上遠野義久 埼玉県の郵便史（242） 地名表示のない不統一印（1）

川上 晃一 郵政遺産 「故 航空官補 田村弘 荻野義弘 殉職之地」 碑

立山 一郎 郵便条例時代の肥後国の別配達カバー

近辻 喜一 小判はがき２例

星名 定雄 「印刷朝陽会」 の名前の由来について

山崎 好是 手彫切手の偽物

篆書印

24. 1.27 井上 卓朗 東北を巡る旅にちなむ前島密ゆかりの人々１

上遠野義久 関東地方の鉄道郵便日付印（戦前編）（2）

川上 晃一 鳥瞰図で見る昭和初期の郵便局

立山 一郎 横浜上海航路シッピングリスト－1876～1896－

関東部会例会記録



近辻 喜一 三田製紙所発のはがき

山崎 好是 使用局はどこ？

2023年

開催日 発表者 タ イ ト ル

23.11.25 井上 卓朗 前島密ゆかりの人々　ジョン万次郎（中浜万次郎）

上遠野義久 関東地方の鉄道郵便日付印（戦前編）（1）

立山 一郎 明治中期における下田航路の推察

23. 9.24. 井上 卓朗 前島密ゆかりの人々　竹内卯吉郎（竹内定基）

上遠野義久 南方占領地スマトラの郵便印（2）

近辻 喜一 小判五厘葉書

23. 7.30. 板橋 祐己 さよなら、旧上吉田郵便局－まちなか郵政遺産、記憶の継承へ（仮）

横浜駅の移り変わりと駅前局の変遷

井上 卓朗 前島密ゆかりの人々　大槻磐渓

片山七三雄 万国郵便連合加盟弐拾五年祝典事業

上遠野義久 南方占領地スマトラの郵便印（1）

立山 一郎 明治前期における浦塩航路と汽船便

星名 定雄 1984年7月31日発行「郵便馬車200年記念切手」（5種のうち2種）

山崎 好是 西国筋飛脚

23. 5.28. 井上 卓朗 前島密ゆかりの人々　水戸藩浪士桜任蔵と達摩屋五一

上遠野義久 南方占領地ビルマの郵便

近辻 喜一 消印で手紙の年代がわかる

星名 定雄 イギリスの郵便博物館の組織と役割の変遷

23. 3.25. 井上 卓朗 前島密ゆかりの人々　倉石侗窩（典太）と安積艮斎

上遠野義久 埼玉県の郵便史（241） 明治中期のアメリカ宛外信便

立山 一郎 北太平洋航路シッピングリスト－1878～1895－

近辻 喜一 東京局消印　1903年

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その50）【最終回】

134. 王室郵便500年の足跡、更なる前進を！

23. 1.29. 井上 卓朗 前島密ゆかりの人々　相沢文仲と糸魚川藩

上遠野義久 田中寛さんの東京市内局丸一印

立山 一郎 肥後国・二重丸型ＫＧ印希少局

近辻 喜一 別子銅山

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その49）

133. 郵便局会社を除き、ロイヤル・メールの株式を公開（2013年）

山崎 好是 寛永15（1638）年 島原の乱に関する廻状

渡部麻衣子 自己紹介と「郵趣」を研究対象とする理由

2022年

開催日 発表者 タ イ ト ル

22.11.26. 井上 卓朗 前島密ゆかりの人々　平岡煕一（平岡庄七）天保元年～明治31年（68歳）

上遠野義久 埼玉県の郵便史（240） 埼玉県の二重丸型日付印・続

立山 一郎 三潴県辺春局不統一印について

近辻 喜一 The  Golden  Rules  of  Philately

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その48）



131. 電気通信公社の分離独立、サッチャー政権が決断（1981年）

132．郵便民営化、政府全株持株でスタート（2001年）

22. 9.25. 井上 卓朗 『幕末・明治・大正回顧80年史』に見る通信・交通

上遠野義久 埼玉県の郵便史（239） 埼玉県の二重丸型日付印

立山 一郎 外信便の逓送経路を辿る

近辻 喜一 備前国津高郡栢谷郵便役所の史料

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その47）

129．郵政事業を国営から公社経営に転換（1969年）

130．消費者保護を見据え郵便利用者全国協議会を設置（1969年）

山崎 好是 江戸定飛脚問屋

22. 7.31. 井上 卓朗 垂便箱と違式ｹｲ（言＋圭）違条例

上遠野義久 埼玉県の郵便史（238） 埼玉県の鉄道と郵便（明治編）

立山 一郎 神戸横浜航路及び北米航路郵船シッピングリスト

近辻 喜一 鈴木淳著 『維新の構想と展開』 と 「東京都古文書集 六三、明治七年一月　公用記」

明治十二年　諸々郵便配達留簿　更級郡山平林村戸長役場

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その46）

127．第２次大戦下、郵政事業も臨戦態勢で業務遂行（1939～45年）

128．公社化への布石、郵政事業基金を設立（1961年）

22. 5.29. 赤須 秋王 台湾総督府始政10周年記念葉書

井上 卓朗 時刻表示

上遠野義久 南方占領地香港の郵便

立山 一郎 肥後国の小判切手カバー

近辻 喜一 コレラの流行と郵便物の消毒

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その45）

125．ウォルマー子爵らの活動で郵政改革委員会を設置（1930年代）

126．ブリッジマン委員会の改革、官庁組織内に止まる（1931年）

山崎 好是 土佐国の村送り

22. 3.27. 井上 卓朗 槌型日附印軸の開始時期と導入理由

上遠野義久 「丸一印　５題８例」について

立山 一郎 郵便物の汽船便による逓送類型

近辻 喜一 欧文日附印について

消印で手紙の年代がわかる

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その44）

122．国内最大の雇用者だった郵政省（20世紀前半）

123．高官・一般職、男・女賃金に大きな格差（20世紀前半）

124．郵政公社化・民営化には数世紀の歴史が秘められている（近世から現代へ）

22. 1.30. 赤須 秋王 明治36年陸軍特別大演習　野戦局　特殊日附印

上遠野義久 東京市内無集配局の丸一型日付印

立山 一郎 肥後国における別配達、別仕立について

近辻 喜一 「ロングフェロー日本滞在記」から

高橋善七著「郵便風土記－九州・沖縄」から

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その43）

121．郵便葉書の発行、絵葉書文化を創造する（19世紀後半）

山崎 好是 織田信長の朱印状



2021年

開催日 発表者 タ イ ト ル

21.11.27. 赤須 秋王 標語印二題

井上 卓朗 2021年度交通史学会第2回例会での発表から

上遠野義久 マライの郵便印

立山 一郎 元山局小型20ミリ欧文日付印について

近辻 喜一 万延元年にハワイから留守宅に差し出された手紙

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その42）

117．ブライス・ハウス、旧郵便貯金銀行本部庁舎（20世紀）

118．郵政省が電信・電話会社を国有化（19世紀後半）

119．全国一律料金の完全実施に60年（19世紀後半）

120．小包郵便導入にフォーセット郵政長官が奮闘（19世紀後半）

21.7.25. 井上 卓朗 郵便とその時代　第12回 郵政民営化の時代

時事通信社配信 『郵便局風景印巡り』

上遠野義久 支局の丸一型日付印

鈴木 孝雄 長春に於ける日露郵便交換と満鉄行動局

近辻 喜一 加貼五厘はがき（東京16年）

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その41）

110．戦中の名残「エアレター」、そしてジェット時代の到来 （20世紀中葉以降）

111．為替前史、紙幣を半分に切って別々に郵送する（18世紀）

112．郵便為替が庶民の小口送金手段になる（19世紀）

113．戦地クリミアからの送金が国際郵便為替に発展（19世紀）

114．庶民の生活を支える郵便貯金銀行を設立 （1861年）

115．郵貯、労働者や社会的弱者の自立支援に傾注 （19世紀後半）

116．郵便局が社会保障制度を支える （20世紀前半）

21.1.31. 井上 卓朗 郵便とその時代　第11回 経済大国となった時代

上遠野義久 埼玉県の郵便史（237） 朱色二重丸型ＫＧ印

金沢 真之 明治10～13年の越生郵便局書留差立請取ひかえ［扌に口］について

立山 一郎 甲斐・谷村と近江・西大路間のカバーについて

近辻 喜一 此はかき印紙ハ

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その40）

106．航空郵便「オール・アップ」サービスを開始 （1936年）

107．航空サービス定着で郵便新時代へ （1930年）

108．英国航空郵便制度と大型飛行艇 （1930年代後半）

109．エアグラフ、手紙を写真撮影しフィルムを空輸 （1940年代前半）

○関東部会例会記録（1996～2020年）は、次ページ以降に掲載しています。



2020年

開催日 発表者 タ イ ト ル

20.10.24. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（236） 埼玉県の鉄道郵便印

金沢 真之 明治21～23年の越生・坂戸・川越間逓送状況について

鈴木 孝雄 伊豆・下田寄航の水路便はがき

立山 一郎 上海廣業洋行差出カバーについて

近辻 喜一 秋月の乱

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その39）

104．青い「航空郵便ラベル」を考案 （1920年）

105．冒険飛行家たちが拓いた長距離航空郵便ルート  （1919年）

20.7.24. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（235） 別仕立

鈴木 孝雄 消毒印と「検疫郵便」

立山 一郎 肥後国における二重丸型二行印の使用状況

田中　 寛 内台航路の船内印（1）基隆門司間

近辻 喜一 摂津・大坂・川口ＫＧ

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その38）

 98．ワグホーン、砂漠の郵便路を切り拓く（19世紀）

 99．英豪ＮＺ間郵船の安定運行に紆余曲折（19世紀）

100．Ｐ＆Ｏの郵船、上海や横浜に到達する（19世紀）

101．外国料金も国内料金並みの１ペニーに（1911年）

102．国王戴冠を祝い初の記念飛行を実施  （1911年）

103．軍用機が海外駐留兵士に手紙を運ぶ  （1918年）

20.1.25. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（7-1）   箱場印使用例 補遺

埼玉県の郵便史（93-1）  陸軍特別大演習と所沢飛行場 補遺

埼玉県の郵便史（209-1） 中山道郵便馬車と郵便 補遺

埼玉県の郵便史（225-1） 送金と郵便 補遺

金沢 真之 明治21～23年の越生・坂戸・川越間逓送状況について（中間報告）

鈴木 孝雄 陸海軍アドレス併記の軍事郵便

立山 一郎 肥後国未発表郵便印

田中　 寛 『常陸国・下総国・稲敷の便り　～稲敷の郵便史を紐解く～』 を読む

近辻 喜一 5厘はがき＋黒１銭

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その37）

97．Ｐ＆Ｏが握った英印間郵便輸送（19世紀）

2019年

開催日 発表者 タ イ ト ル

19.11.23. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（234） 勧業事務

金沢 真之 大正6年刊行『最近　幸手町誌』 7月部会報告の補足

児玉 敏夫 明治45年逓信事業圖解について

田中　 寛 昭和13（1938）年5月門司発信の楠公葉書から

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その36）

94．大西洋を横断した郵便船（18～19世紀）

95．当局に狙われたシップレターの料金収入（17～19世紀）

96．「帆船の時代」から「蒸気船の時代」に（19世紀）

関東部会例会記録（1996～2020年）



19.9.29. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（233） 明治期の事故証示印

児玉 敏夫 山陽鉄道制作の「征露記念絵葉書」について

立山 一郎 勧業事務に関する無料郵便

田中　 寛 東海道本線区間便の丸一型鉄郵印

近辻 喜一 持込税？！

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その35）

92．コーヒー・ハウスが私設外国郵便局に（17～18世紀）

93．ボストンに最初の書簡取扱所（1639年）

19.7.28. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（232） 浦和N3B3型二重丸印のホ便

金沢 真之 大正6年刊行『最近 幸手町誌』より「郵便の部」紹介

立山 一郎 肥後国郵便史（3）　肥後国における未発表ＫＧ印

近辻 喜一 郡区町村編制法

伏水と伏見の二重丸印顆

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その34）

90．ファルマスから西インド諸島への郵便船（18世紀）

91．拿捕や掠奪と闘った郵便船（18～19世紀）

19.6.2. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（231） 浦和ボタ印

鈴木 孝雄 小笠原諸島の軍事郵便アドレス表記の推移

立山 一郎 肥後熊本郵便局三題

田中　 寛 満州国郵政の標語印

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その33）

89．ファルマスが郵便船の母港になる（1689年）

19.3.24. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（230） 明治前期の未納・不足

金沢 真之 「特種逓送郵便」で配達された布告等印刷物の実例について

立山 一郎 肥後国郵便史（2）　熊本県立図書館所蔵の手彫切手貼カバーについて

田中　 寛 台湾討伐隊兵士の差立葉書

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その32）

87．ハリッジ航路に関しオランダと郵便交換条約を締結（1668年）

88．戦時も運行されたハリッジ航路の郵便船（17-18世紀）

19.2.11. 赤須 秋王 砧 郵便局の消印を追って

上遠野義久 埼玉県の郵便史（229） 特種逓送郵便

金沢 真之 用途・作成年月不明の「東京府埼玉縣下線路図」について

児玉 敏夫 明治36年陸軍特別大演習紀念印について

立山 一郎 肥後国浜町局青緑色KG印カバーと初期公用便

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その31）

85．鉄道郵便の仕事を記録映画に残す（1936年）

86．郵便船はドーヴァー航路から発展（17-18世紀）

2018年 発表者氏名の五十音順

開催日 発表者 タ イ ト ル

18.11.23. 赤須 秋王 最近の100円入手品から

上遠野義久 埼玉県の郵便史（228） 紛来

金沢 真之 行田郵便局電話共電式改式記念絵葉書

児玉 敏夫 明治七年郵便規則等について

立山 一郎 三角局 ＫＢ2 印使用の謎



田中　 寛 小判１銭葉書・大阪郵便局別仕立

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その30）

82．急増する鉄道会社への支払が問題に（19-20世紀）

83．交通渋滞を避け地下に郵便専用鉄道を走らす（19-20世紀）

84．地下郵便鉄道がロンドンの観光列車に変身（2017年）

18.9.24. 赤須 秋王 標語入機械印「大東京への通信は改正區町名番地で」

最近の入手品から３例

上遠野義久 埼玉県の郵便史（227） 地方管内官民往復郵便

児玉 敏夫 明治六年郵便規則等について

立山 一郎 肥後国におけるＫＢ2型印

田中　 寛 昭和７年・主婦之友「大東京名所繒はがき」

近辻 喜一 郵政博物館所蔵の日附印顆

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その29）

81．鉄郵の受渡作業は緊張の連続（19-20世紀）

18.7.29. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（226） 後期二重丸型日付印

金沢 真之 埼玉県草加郵便局の創設場所探しと「大字」について

児玉 敏夫 明治五年郵便規則等について

立山 一郎 北清事変と郵便物逓送

田中　 寛 小判葉書を模した「広告はがき」についてⅡ

近辻 喜一 大阪府の地方約束郵便実施準備

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その28）

76．レールネット計画で再生を目指すも完遂できず（20世紀後半）

77．鉄道郵便車の移り変わり（19世紀）

78．改良が重ねられていった鉄道郵便車（19-20世紀）

79．車内で郵便物の区分作業（19-20世紀）

80．走る列車から郵袋を投下する（19-20世紀）

18.5.27. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（225） 送金と郵便

金沢 真之 日光街道の橋の修理に関する埼玉県・駅逓寮往復文書について

田中　 寛 丸一印時代（明治21年～42年）局名表記の“揺らぎ”を考える

近辻 喜一 北豊島郡石神井村

18.3.21. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（223） 史官

埼玉県の郵便史（224） 駅逓寮官員巡回

金沢 真之 明治8年草加差立てカバーへの千住局押印について

児玉 敏夫 明治四年の創業布告等について

立山 一郎 神戸赤間関間鉄道郵便印について

近辻 喜一 書留番号票の丸一印

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その27）

75．縮小の一途を辿る鉄道郵便（20世紀後半）

18.2.4. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（222） 停車場印と鉄道逓送

児玉 敏夫 中央東線全通時の丸一型東京長野間について

立山 一郎 明治前期における肥後国への新聞紙逓送

田中　 寛 櫛型日付印拾遺（2）戦前の私企業名入り局

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その26）

73．鉄道の黄金時代は「鉄道郵便」も最盛期（20世紀前半）

74．絵画や映画に残る鉄道郵便の黄金時代（20世紀前半）



2017年 発表者氏名の五十音順

開催日 発表者 タ イ ト ル

17.12.10. 赤須 秋王 最近の入手品から

上遠野義久 埼玉県の郵便史（221） 明治の年賀

金沢 真之 草加・越ヶ谷周辺から浦和、越ヶ谷から千葉県野田への逓送路の変遷（明治期）

児玉 敏夫 明治の信州郵便局所名の変遷について

立山 一郎 肥後国丸一型印の変種について

田中　 寛 滝井晴雄『「村入りのない」丸一印 －生き残り大集合－』を読む　

そして　赤二丸一印収集の系譜

近辻 喜一 郵便局の増設と特別郵便

明治15年当時の府県の管轄国

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その25）

70．鉄道の時代が到来、郵便物も運ぶ（19世紀前半）

71．黄金時代を築いた鉄道大手４社（20世紀前半）

72．鉄道郵便の呼称は「トラベリング・ポスト・オフィス（ＴＰＯ）に（19世紀前半）

17.9.23. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（220） 二つ折り１銭はがき

立山 一郎 東京肥後間の郵便逓送手段の発展

田中　 寛 櫛型日付印拾遺（1）戦前の局名左書き印

－郵趣における横書き表記の右書き・左書き考－

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その24）

69．郵便普及で新たな商品が続々、一方で負の側面も（19世紀後半）

早川 進一 資料の紹介

17.7.30. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（219） 小包郵便

金沢 真之 武蔵・粕壁（現春日部）局の二重丸型日付印

児玉 敏夫 郵便為替用印鑑綴りと初期局長印について

立山 一郎 肥後・山崎局について

田中　 寛 加藤秀夫『小包送票と小包郵便』を読む

近辻 喜一 郵政博物館収蔵「旧エンタイヤ資料・１」からの記番印データ紹介

早川 進一 資料の紹介

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その23）

67．切手の製造単価は官製封筒の５分の１（1840-42年）

68．郵便ポストは街角の風景に溶け込む（1855年）

17.5.28. 赤須 秋王 安楽寺八角三重塔（信州・別所温泉）

上遠野義久 埼玉県の郵便史（217） 小判１銭葉書の使用状況

埼玉県の郵便史（218） 郵便局所名の改称（3）

金沢 真之 草加と岩槻　地方郵便　小判５厘はがきの使用例

児玉 敏夫 明治の信州郵便局所名の改称について（その２）

田中　 寛 戦後記念小型シートへの私製加刷

近辻 喜一 田無から所沢への郵便線路開設

早川 進一 資料の紹介

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その22）

65．再使用防止で切手を赤色に、消印を黒色に変更（1840年）

66．目打入り切手完成までに７年余（1847-54年）

三木 伸一 民党代議士として奔走する田中正造－郵便が語る日本近現代史－



17.3.26. 絵鳩　昌之 明治期の郵便局長の兼業・兼職について＝祖父の履歴書に見る＝

上遠野義久 埼玉県の郵便史（215） 電信用の消印

埼玉県の郵便史（216） 郵便局所名の改称（2）

金沢 真之 郵便線路図の里程について

児玉 敏夫 明治の信州郵便局所名の改称について（その１）

立山 一郎 熊本郵便局舎

未納郵便の例外措置エンタイヤ

田中　 寛 小判青１銭葉書の「寮銘」と「局銘」

近辻 喜一 明治８年の東京

早川 進一 資料の紹介

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その21）

63．２番目の原版試刷りにヴィクトリア女王も満足（1840年）

64．使用初日、半数の手紙にペニー・ブラック（1840年）

17.1.29. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（213） 郵便局所名の改称（1）

埼玉県の郵便史（214） 書留番号票に見られる丸一印

児玉 敏夫 追録　善光寺局の初期印について

信州東上田局の二重丸印について

立山 一郎 熊本郵便局発行の絵葉書

田中　 寛 「崋山の富士」と機械年賀印

早川 進一 文献ほかの紹介

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その20）

61．若きヴィクトリア女王を切手のモティーフに（1839-40年）

62．最初のクィーンズ・ヘッド原版は彫りが浅く不採用（1839-40年）

三木 伸一 学童疎開と郵便

2016年 発表者氏名の五十音順

開催日 発表者 タ イ ト ル

16.11.27. 赤須 秋王 最近の入手品から

上遠野義久 埼玉県の郵便史（210） 埼玉縣統計書

埼玉県の郵便史（211） 野上郵便局

埼玉県の郵便史（212） 川越の無集配三等郵便局

金沢 真之 明治後期　長野県伊那郵便局の局長を務めた「重森二三四」に関する資料

児玉 敏夫 信州初期局の局長印について

立山 一郎 肥後・肥前間の水路便

田中　 寛 神奈川県下の無集配局丸一印 -2- 武蔵２郡と相模国

近辻 喜一 横浜発東京行き郵便

早川 進一 文献ほかの紹介

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その19）

59．料金前納手段としてマルレディー封筒を発売（1840年）

60．マルレディー封筒がカリカチュアの標的に（1840年）

16.9.25. 赤須 秋王 最近の入手品から

上遠野義久 埼玉県の郵便史（208） 郵便創業前の書状

埼玉県の郵便史（209） 中山道郵便馬車と郵便

児玉 敏夫 善光寺局から長野局へ

立山 一郎 台湾出兵カバーについて



田中　 寛 神奈川県下の無集配局丸一印 -1- 横浜市内局

近辻 喜一 伏見の二重丸印顆

早川 進一 文献ほかの紹介

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その18）

56．切手アイデア・コンテストを実施（1839年）

57．切手コンテストは次席４点で採用作品なし（1839年）

58．切手コンテスト、選外作品もアイデア豊か（1839年）

16.7.31. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（206） 二重丸印の国名位置

埼玉県の郵便史（207） 蕨郵便局

金沢 真之 武蔵杉戸局の鉄道郵便送致証について

児玉 敏夫 長野県通信沿革史について

立山 一郎 鹿児島局記番印とその証示印

田中　 寛 千葉県郵趣連合一泊研修会参加報告

早川 進一 関東部会報の発送

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その17）

53．切手に似ている収入印紙の形と役目（18世紀後半）

54．新聞税証紙には郵便料支払の要素も（18～19世紀）

55．新聞税廃止後も証紙を切手に代用（19世紀）

16.5.29. 赤須 秋王 最近の入手品から

上遠野義久 埼玉県の郵便史（203） 明治９年の二重丸型ＫＧ印抹消

埼玉県の郵便史（204） 鷲宮郵便局

埼玉県の郵便史（205） 渡瀬郵便局

金沢 真之 草加から鴻巣宛２枚のはがきの逓送経路

児玉 敏夫 横山要著『樋畑雪湖年譜』について

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その16）

51．ヒルの強引な改革推進が郵政省内で軋轢を起こす（1840年）

52．社会的に高い評価を受けたヒルの郵便改革（19世紀後半）

三木 伸一 占領軍検閲要員募集に関する新聞広告

16.3.21. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（202） 陸羽街道が東京福島大線路の期間に運ばれた郵便

金沢 真之 国土地理院の古地図で郵便局探し

立山 一郎 大型ボタ印使用局と官吏派遣局の関係

田中　 寛 料金収納唐草印

近辻 喜一 タカハシの落札品

早川 進一 資料回覧

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その15）

50．暫定料金批判され準備もそこそこに１ペニー郵便スタート（1840年）

三木 伸一 超国家主義者・蓑田胸喜の書簡

16.1.24. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（200） 墨人堂集英

埼玉県の郵便史（201） 寄居郵便局

金沢 真之 東武鉄道開通迄の埼玉県東部陸羽街道筋の逓送変遷

児玉 敏夫 日露戦争の記念絵葉書と特印について

田中　 寛 第二種料金１銭５厘から２銭へ－料金収納印の誕生－Ⅱ

早川 進一 会計報告ほか

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その14）

47．最大の問題は高い料金、運営体制も複雑（19世紀前半）



48．ヒルが料金の高さを証明　郵便改革の具体案を示す（19世紀前半）

49．ヒルの改革案、全国一律１ペニー料金と料金前払いが柱（1837年）

三木 伸一 「屯田兵」差出しの郵便

2015年 発表者氏名の五十音順

開催日 発表者 タ イ ト ル

15.11.29. 赤須 秋王 最近の入手品から

上遠野義久 埼玉県の郵便史（165-1） 戦前の小型記念スタンプ（続）

埼玉県の郵便史（198） 浦和局色変わり櫛型印

埼玉県の郵便史（199-1） 與野郵便局

埼玉県の郵便史（199-2） 與野町郵便局

児玉 敏夫 日露戦争時の軍事輸送と鉄道郵便について

田中　 寛 東京府下8郡の無集配局丸一印（2）

近辻 喜一 国別ＫＧ配給表

明治7年のＫＧ抹消

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その13）

43．郵便馬車の黄金時代が到来する（19世紀）

44．鉄道の登場で郵便馬車が消える（19世紀）

45. ウォーラス議員が郵便近代化を訴える（1833年）

46. 郵便改革に道筋を敷いたウォーラス（19世紀前半）

15.9.27. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（195） 監獄と郵便

埼玉県の郵便史（196） 吉川郵便局

埼玉県の郵便史（197） 吉田郵便局

田中　 寛 東京府下8郡の無集配局丸一印（1）

近辻 喜一 初期ＫＧ印の調査報告

早川 進一 文献の紹介

15.7.19. 赤須 秋王 走れ！イマイチの三流役者

上遠野義久 埼玉県の郵便史（193） 戦前櫛型印のＡ欄中点について

埼玉県の郵便史（194） 妻沼郵便局

金沢 真之 武蔵国草加局丸一印活字コレクション

児玉 敏夫 明治５年「改正増補郵便規則」より

田中　 寛 種別検査と自局製封緘紙

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その12）

41．郵便馬車の利益配分を巡り長い論争が続く（18～19世紀）

42．スコットランド、郵便馬車の通行料免除を覆す（19世紀）

三木 伸一 軍事郵便はがきの年代推定・試論Ⅰ～太田天橋ノート～

15.5.17. 赤須 秋王 二重丸日付印（信濃國編）

上遠野義久 埼玉県の郵便史（191） 無封郵便と検査印

埼玉県の郵便史（192） 皆野郵便局

金沢 真之 武蔵国葛飾郡二郷半領上彦川戸村　堀切貞司家文書　郵便関係抜粋

児玉 敏夫 明治13年6月改正官員録より

早川 進一 資料の紹介

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その11）

38．郵便馬車の走行と安全を守った護衛の話（18～19世紀）

39．郵便馬車を走らせた御者と馬の話（18～19世紀）



40．郵政省内で混乱と争いを生み出したパーマー（18世紀後半）

三木 伸一 憲法普及會埼玉縣支部宛『憲法標語』応募はがき（1）

15.3.15. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（189） 戦前の特殊通信日付印

埼玉県の郵便史（190） 松山郵便局

金沢 真之 明治末年の草加郵便局管内の切手売捌所と函場について

児玉 敏夫 時刻入型鉄郵印の初日便について

早川 進一 文献の紹介

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その10）

36．車体製造業者が郵便馬車を輸送業者にリース（18～19世紀）

37．馬車旅館が郵便馬車の運行を担う（18～19世紀）

15.1.18. 赤須 秋王 櫛型日付印「滋賀・塩津」の印色が変化

出征の合間

上遠野義久 埼玉県の郵便史（187） 戦後の絵入り年賀櫛型印

埼玉県の郵便史（188） 松伏郵便局

児玉 敏夫 常磐線を通った丸一型東京青森間について

田中　 寛 山崎善啓著『住友の別子・四阪島と電信・電話・郵便』を読む

早川 進一 関東部会会員数の報告ほか

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その9）

28．スコットランド郵便をイングランド郵便に統合（1711年）

29．植民地郵便などの規定も整備（1711年）

30．地方連絡郵便が始まる（1696年）

31．アレンが地方連絡郵便を立て直す（18世紀前半）

32．有料道路の普及で馬車交通の時代が到来（18世紀前半）

33．劇場興行師のパーマーが郵便馬車導入を提案する（1782年）

34．首相が郵政省の反対を抑え郵便馬車導入を決定（1784年）

35．トッド次官の反発を抑え郵便馬車の路線拡大（18世紀後半）

三木 伸一 軍事郵便のうち上海事変について

2014年 発表者氏名の五十音順

開催日 発表者 タ イ ト ル

14.11.16. 赤須 秋王 東京オリンピック図案の封緘シール使用例

上遠野義久 埼玉県の郵便史（185） 安行の植木と郵便

埼玉県の郵便史（186） 本野上郵便局

金沢 真之 下総中里局へ紛来　江戸川を２回渡った郵便

児玉 敏夫 皇太子殿下逓信省行啓紀念絵葉書について

田中　 寛 赤二の記番印は存在するか

早川 進一 一泊研修の報告

三木 伸一 大正11年12月26日埼玉県小鹿野町特設電話開通

安井 浩司 尾張国半田区会所の消印

14.9.23.-24. 研修旅行　石川県 金沢市

14.7.20. 赤須 秋王 逓信省発行「記念絵葉書」等（抄）

上遠野義久 埼玉県の郵便史（183） Ｃ欄３星櫛型印の比較

埼玉県の郵便史（184） 本庄郵便局

金沢 真之 草加局の昭和20年前後の櫛型印

児玉 敏夫 茨城県那珂郡の二重丸印について（その2）



田中　 寛 丸一型鉄道郵便印（3）　明治40年のデータ

早川 進一 一泊研修について

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その8）

25．切手の先駆けとなったドクラの料金収納印（1680～83年）

26．ヨーク公がドクラのペニー郵便を国有化（1682年）

27．利益の戦費流用を認める郵便法が成立（1711年）

14.5.25. 赤須 秋王 軍事郵便の解析（陸軍編）

上遠野義久 埼玉県の郵便史（180） 川越郵便局の移転

埼玉県の郵便史（181） 武蔵国丸一印の一考察

埼玉県の郵便史（182） 宝珠花郵便局

金沢 真之 草加郵趣会切手展案内と国指定名勝「草加松原」紹介

児玉 敏夫 茨城県那珂郡の二重丸印について

田中　 寛 ＵＰＵ加盟25年記念特印（3）その使用例

近辻 喜一 小田原局の出発日証印

山城伏見局の二重丸型N1B1印とB1印

早川 進一 一泊研修について

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その7）

22．ペストと大火で甚大な被害（1665年と66年）

23．業務改善が徐々に進み利益も出る（17世紀後半）

24．ロンドンに民間郵便の戸別配達サービスが誕生（1680年）

安井 浩司 昭和２年の年賀状

14.3.16. 赤須 秋王 本人の自筆はどっち他

上遠野義久 埼玉県の郵便史（177） 川越喜多町水村家文書

埼玉県の郵便史（178） 局名入り縦書き不足印

埼玉県の郵便史（179） 不動岡郵便局

金沢 真之 鉄道博物館所蔵　明治10年「日本帝国郵便国郡全図」について

児玉 敏夫 東京直江津間鉄道郵便取扱手続きについて

田中　 寛 ＵＰＵ加盟25年記念特印（2）支局の使用例

早川 進一 一泊研修について

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その6）

21．深夜・早朝に及ぶ書状取扱所の仕事（17世紀後半）

安井 浩司 濃尾地震と郵便

14.2.2. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（175） 川越郵便取扱所勘定仕上書

埼玉県の郵便史（176） 越生郵便局長宛の年賀状

金沢 真之 越谷市が保管する郵便関係文書について（2）

田中　 寛 ＵＰＵ加盟25年記念特印（1）紀念局

近辻 喜一 郵便馬車会社宛てのはがき

早川 進一 一泊研修について

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その5）

18．書簡検閲でクロムウェルの政敵を見張る（17世紀後半）

19．王政復古で王党派が宿駅頭に復帰（1660年）

20．ビショップ総監の功績と罪過（17世紀半ば）

2013年

開催日 発表者 タ イ ト ル



13.12.8. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（173） 機械印標語の使用状況

埼玉県の郵便史（174） 吹上郵便局

金沢 真之 越谷市が保管する郵便関係文書について（1）

児玉 敏夫 碓氷峠の鉄道郵便

田中　 寛 丸一型鉄道郵便印（2）　鉄道延伸と丸一型鉄郵印

近辻 喜一 下野栃木と丹波亀岡のＫＢ2印

早川 進一 資料回覧

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その4）

10．外国飛脚の国家独占を確立（17世紀前半）

11．ハプスブルクのタクシス飛脚が台頭（16世紀前半）

12．解読されたメアリー女王の手紙（16世紀）

13．財政難で駅逓運営を民間人に託す（17世紀前半）

14．王室駅逓を一般人にも公開（1635年）

15．混迷の時代にスタートした王室駅逓（17世紀）

16．駅逓運営を巡り２派が闘争を展開（17世紀中葉）

17．官営駅逓の運営をアウトソーシング化（17世紀中葉）

安井 浩司 知多半島の記番印　ヲ二二号

13.9.28.-29. 研修旅行　群馬県 碓氷峠鉄道文化むらとその周辺

13.7.28. 赤須 秋王 季節はずれの郵便物語

上遠野義久 埼玉県の郵便史（170） 二重丸ＫＧ印の初期使用

埼玉県の郵便史（171） 熊谷局の機械日付印

埼玉県の郵便史（172） 深谷郵便局

金沢 真之 明治末年の粕壁局開函証印/同局の函場位置と売捌人

児玉 敏夫 Penny Black 100年紀念切手について

近辻 喜一 玉の井遊郭からの手紙

早川 進一 一泊研修案

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その3）

7．民間輸送業者が書簡逓送を担う（16-17世紀）

8．外国商人が大陸との間に飛脚を走らす（16世紀）

9．イギリス貿易商人が大陸との飛脚を創設（16世紀）

三木 伸一 台湾・霧社事件を報じる書簡

安井 浩司 知多半島の記番印

13.5.19. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（167） 郵便切手貯金台紙

埼玉県の郵便史（168） 馬車鉄道会社からの郵便

埼玉県の郵便史（169） 平沼郵便局

金沢 真之 武蔵国北足立郡大門郵便区集配図について

児玉 敏夫 日本郵便切手会会員名簿について

田中　 寛 丸一型鉄道郵便印（1）

早川 進一 連絡事項

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史（その2）

4．アヴィニョン教皇庁に国書を届ける（14世紀使者）

5．パストン家書簡集が語る市井の文通事情（15世紀使者）

6．初代駅逓長官にテュークを任命（16世紀使者）

牧野 正久 我が国最初の郵便物逓送用の地下鉄道

13.3.31. 赤須 秋王 大日本帝国海軍　将官　差出郵便物



上遠野義久 埼玉県の郵便史（164） 消印もれ郵便の処理

埼玉県の郵便史（165） 戦前の小型紀念スタンプ

埼玉県の郵便史（166） 膝折郵便局

金沢 真之 明治42年頃の武蔵粕壁局管内郵便函の設置場所について

児玉 敏夫 ＮＥＣ郵便番号試験資料

田中　 寛 明治期、甲斐鰍沢の川支事故印

近辻 喜一 朱引

早川 進一 連絡事項

星名 定雄 新連載　イギリス郵便の歴史

1．ブリタニアにローマの駅馬走る（1～3世紀）

2．１通の手紙が国を形造る時代（中世初期）

3．情報の伝達を担った「王の使者」（12世紀に誕生）

13.1.27. 赤須 秋王 長野県赤穂郵便局の機械印

絵鳩 昌之 官許　太陽暦早見表

上遠野義久 埼玉県の郵便史（161） 右書き消印もれ消印

埼玉県の郵便史（162） 局名入り縦書き未納印

埼玉県の郵便史（163） 彦倉郵便局

金沢 真之 武蔵国草加局　丸一印活字コレクション

田中　 寛 消印もれ処理の郵便史（2）

近辻 喜一 日露戦争記念絵葉書について

早川 進一 資料回覧と一泊研修について

星名 定雄 『20世紀満州歴史事典』について

2012年

開催日 発表者 タ イ ト ル

12.11.25. 赤須 秋王 軍事郵便（龍兵団）

上遠野義久 埼玉県の郵便史（158） 戦前速達郵便の証示印

埼玉県の郵便史（159） 浦和局の戦後機械日付印

埼玉県の郵便史（160） 引又郵便局

金沢 真之 戸ヶ崎郵便局逓送増便の請願と東武鉄道開通について

児玉 敏夫 常陸国東茨城郡内の小局の二重丸印について

田中　 寛 消印もれ処理の郵便史（1）

早川 進一 資料回覧と一泊研修について

星名 定雄 『イギリス郵便文献散策』の刊行について

牧野 正久 文献紹介『郵便局の復活』

三木 伸一 三木郵便局の郵便印－播磨國・兵庫県美嚢郡－

12.9.30. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（155） 大正改元時の日付印

埼玉県の郵便史（156） 速達番号について

埼玉県の郵便史（157） 飯能郵便局

児玉 敏夫 オーストリアとドイツの郵便について

田中　 寛 新小判５厘・琉球初期丸一印のミステリー －9月ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ｵｰｸｼｮﾝの出品物から－

近辻 喜一 武蔵国多摩郡の集信局

早川 進一 資料回覧と一泊研修について

12.7.29. 赤須 秋王 長野県の定期開設局　実逓便等

上遠野義久 埼玉県の郵便史（152） 明治期の為替記号について



埼玉県の郵便史（153） 原市郵便局

埼玉県の郵便史（154） 原市場郵便局

金沢 真之 越ヶ谷郵便局初期郵便印の推移

児玉 敏夫 大正改元から100年たちました

田中　 寛 付箋（1） 勝手に付けられた付箋

近辻 喜一 小判5厘はがき

星名 定雄 スイス新切手のデザイン

牧野 正久 被災した郵便局の復旧状況（4）

三木 伸一 北ボルネオ占領地からの手紙

12.5.26.-27. 研修旅行　岐阜県 日本大正村

12.3.25. 赤須 秋王 大東亜戦争における日本海軍の郵便用区別符二例

上遠野義久 埼玉県の郵便史（145-2） 陸前増田局の便号逆向き誤刻丸一印

埼玉県の郵便史（150） 加須局 KB1型二重丸日付印

埼玉県の郵便史（151） 羽生郵便局

金沢 真之 明治17年末から18年前半の郵便物逓送時間について

児玉 敏夫 キューリー夫人を描く世界化学年の切手

田中　 寛 東京の市内無集配局丸一印（7） 四谷区、牛込区

近辻 喜一 鈴木俊幸氏の論文から

早川 進一 一泊研修案と資料回覧

牧野 正久 東日本大震災における郵便局被害情報について

12.1.29. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（148） ＫＧ印の新郡名表示について

埼玉県の郵便史（149） 鳩ヶ谷郵便局

金沢 真之 明治期の集配区画変更がわかる使用例２題

児玉 敏夫 明治42年2月1日発行の改正郵便線路図について

田中　 寛 東京の市内無集配局丸一印（6） 本所区、深川区

近辻 喜一 JAPEX 2011 出品作品「創業期の日本郵便」

星名 定雄 最近 Amazon で購入したリプリント版イギリス郵便史関連文献

牧野 正久 『郵便局かわら版』の発行と郵政事業改革法案の内容

2011年

開催日 発表者 タ イ ト ル

11.11.27. 赤須 秋王 太平洋戦争における日本海軍の郵便用区別符表記郵便物

上遠野義久 埼玉県の郵便史（145） 松山局の便号逆向き誤刻丸一印

埼玉県の郵便史（146） 駅名でない停車場印

埼玉県の郵便史（147） 蓮田郵便局

金沢 真之 甲斐国上黒駒郵便局ＫＧ型印引換願について

児玉 敏夫 明治35年8月の伊那路への逓送経路について

田中　 寛 再度証書請求書

近辻 喜一 丸菊にみる関西の本屋

星名 定雄 イギリス郵便史の最新版

牧野 正久 東日本大震災と郵便局の事情（3）

11.9.23. 赤須 秋王 60キロも余計に運送されました

下野国それとも下條村

上遠野義久 埼玉県の郵便史（142） 下総国向河岸および向下河岸郵便局

埼玉県の郵便史（143） 府県境地域の明治の郵便



埼玉県の郵便史（144） 波久礼郵便局

児玉 敏夫 オーストリアの郵便はがき等について

田中　 寛 東京の市内無集配局丸一印（5） 小石川区、本郷区

近辻 喜一 お年玉つき年賀はがきの賞品

早川 進一 文献の紹介

星名 定雄 昔の英国郵政のポスター、クリスマスカード

牧野 正久 東日本大震災と郵便配達網の阻害

11.7.24. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（140） 記番印の初期使用例から

埼玉県の郵便史（141） 下総 西宝珠花郵便局

金沢 真之 埼玉県の平沼局および吉川局の便号データについて

児玉 敏夫 樋畑雪湖著「明治郵便創業史」

田中　 寛 戦後最初の衆院選・選挙郵便から

近辻 喜一 丸菊であそぼ

星名 定雄 『郵便と切手の社会史<ペニー・ブラック物語>』の重版について

11.5.28.-29. 研修旅行　栃木県宇都宮市を訪ねて

11.3.27. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（136） 登坂氏所蔵「粕壁郵便局資料」について

埼玉県の郵便史（137） 越生郵便局資料（2）

埼玉県の郵便史（138） 中津川郵便局

埼玉県の郵便史（139） 中山郵便局

金沢 真之 草加宿郵便取扱役交替に関する文書の紹介と二人の経歴

児玉 敏夫 京都府布達にみる新切手の発行案内について

竹之内康雄 印字切手の話

田中　 寛 東京の市内無集配局丸一印（4） 下谷区、浅草区

近辻 喜一 井上卓朗氏「武蔵国多摩郡田無村の公用通信」の紹介

早川 進一 一泊研修旅行について

11.1.30. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（133） 櫛型日付印について（2）

埼玉県の郵便史（134） 越生郵便局資料（1）

埼玉県の郵便史（135） 中瀬郵便局

金沢 真之 秩父馬車会社発車時間賃銭表について

児玉 敏夫 紅枠はがきと封嚢の布達について

辛未11月郵便賃銭表

田中　 寛 東京の市内無集配局丸一印（3） 赤坂区、麻布区、芝区

近辻 喜一 裏田氏『丸一型日附印論考』

明治前期の郵便局集計

早川 進一 一泊研修旅行について

星名 定雄 イギリスの鉄道郵便

牧野 正久 巻島隆さんの飛脚研究報告、続報

三木 伸一 台湾征服戦争と非常通信

2010年

開催日 発表者 タ イ ト ル

10.11.28. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（130） 二重丸印顆の流用

埼玉県の郵便史（131） 櫛型日付印について（1）

埼玉県の郵便史（132） 豊岡郵便局

金沢 真之 郵便局明細表



創業期の旧埼玉県郵便取扱所設置地名

児玉 敏夫 筑摩県布達にみる郵便切手等の発行・改廃について

田中　 寛 東京の市内無集配局丸一印（2） 日本橋区、京橋区

近辻 喜一 東京宇都宮郵便馬車

星名 定雄 英国の郵便馬車

牧野 正久 巻島隆さんの飛脚研究報告の紹介

10.9.26. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（128） 櫛型日付印の使用局数

埼玉県の郵便史（129） 所沢郵便局

田中　 寛 東京の市内無集配局丸一印（1） 麹町区、神田区

近辻 喜一 中山道郵便初日カバー

早川 進一 雑誌を求めて図書館へ

星名 定雄 1840年1月10日、Uniform Penny Postage スタート

牧野 正久 関連分野の好資料紹介『新聞と「昭和」』

10.7.25. 絵鳩 昌之 内国通運会社の[運賃記]その後

上遠野義久 埼玉県の郵便史（125） 明治28年度の北足立郡内郵便局の実情

埼玉県の郵便史（126） 戦前時刻入り唐草機械日付印

埼玉県の郵便史（127） 戸ヶ崎郵便局

金沢 真之 南埼玉郡役所による普通文書町村到着日時調査について

児玉 敏夫 科学万博つくば85 25周年記念特別展について

田中　 寛 京都の国名なし丸一印

近辻 喜一 小平の郵便

戦時中の局名表示（東京・多摩）

早川 進一 インターネットで読む

星名 定雄 ノルウェーの郵便自動車と壁掛けポスト

藪内 吉彦 田原啓祐氏との共同発表　丹波・福井郵便局の経営資料

10.5.29.-30. 研修旅行　静岡県富士博物館と富士山周遊

10.3.28. 加藤 健一 最初の郵便切手発行時におけるドイツ事情

上遠野義久 埼玉県の郵便史（123） 丸一型印の便号について

埼玉県の郵便史（124） 玉川郷郵便局・玉川郵便局

金沢 真之 粕壁局 KG型・KB2型 2種印押しカバーについて

児玉 敏夫 陸軍特別大演習の記念特印について

田中　 寛 小判葉書を模した「広告はがき」について

近辻 喜一 青梅鉄道郵便資料

早川 進一 一泊研修旅行について

牧野 正久 一次昭和、シート切手とコイル切手の製造量の違い

10.1.31. 絵鳩 昌之 内国通運会社の切手状の料金収納証票

上遠野義久 埼玉県の郵便史（120） 丸一型とび色印

埼玉県の郵便史（121） 高萩郵便局

埼玉県の郵便史（122） 田中郵便局

金沢 真之 明治中期、草加局区域同一宛先郵便物の到着印便号について

児玉 敏夫 常磐線と水戸線の鉄郵印

田中　 寛 山崎善啓『明治の柏郵便局の面影』を読む

近辻 喜一 貯金通知書

早川 進一 一泊研修旅行について

星名 定雄 一九世紀イギリスの郵便改革とその成果



牧野 正久 香宗我部秀雄著『土佐の村送り切手』

藪内 吉彦 郵便取扱制度を創設者前島はどうみていたか－権宜の方法・苟且の法

2009年

開催日 発表者 タ イ ト ル

09.11.29. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（117） 郵便物に見られる丸一型便号空欄印

埼玉県の郵便史（118） 明治後期、東京飯能間の郵便逓送

埼玉県の郵便史（119） 大門郵便局

金沢 真之 東京～宇都宮 陸羽道中筋の郵便馬車

児玉 敏夫 中央西線の鉄郵印

田中　 寛 広告印『森永ミルクキャラメル』再び

近辻 喜一 飯能郵便局局長補佐辞令

早川 進一 雑誌の蓄積データ

星名 定雄 “郵便の時代” を描いた２枚の絵

09.9.27. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（114） 書留番号票

埼玉県の郵便史（115） 三等郵便局長協議会

埼玉県の郵便史（116） 草加郵便局

金沢 真之 印色トビ色についての読売新聞記事

児玉 敏夫 オーストリアにて

篠田日出雄 軍艦郵便

田中　 寛 葉書１銭５厘から２銭へ－収納印の誕生－

近辻 喜一 多摩の郵便印

牧野 正久 １次昭和コイル切手の版欠点－五厘切手について

09.7.26. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（112） 修武台と振武台

埼玉県の郵便史（113） 杉戸郵便局

児玉 敏夫 篠ノ井線と中央東線（富士見以北）の鉄郵印

近辻 喜一 手彫切手は３８種（カナの有無は版別ヴァラエティー）

早川 進一 一泊研修旅行について

星名 定雄 The Old Post Office in Lombard Street, London

牧野 正久 江戸時代後期に行政側が著作したとても詳しい武蔵国の風土記

－新編武蔵風土記稿　全265巻　について－

09.5.30.-31. 研修旅行　千葉県北総地域（香取市、銚子市）を訪ねて

09.3.29. 絵鳩 昌之 東京中央郵便局炎上

上遠野義久 埼玉県の郵便史（109） 廣運舎と西北社

埼玉県の郵便史（110） 新河岸郵便局

埼玉県の郵便史（111） 神保原郵便局・末野郵便局

金沢 真之 高崎馬車運輸会社・郵便馬車会社・廣運舎に関する東京都公文書館所蔵文書について

児玉 敏夫 中央東線　八王子・富士見間の鉄郵印

近辻 喜一 東京より各府県への里程および郵便物到着時間

早川 進一 一泊研修旅行について

星名 定雄 Ａｍａｚｏｎで見つけた郵便史の本

牧野 正久 関東大震災による被災と復旧と過程（逓信省関係の記録）

09.1.25. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（106） 開函証印

埼玉県の郵便史（107） 白子郵便局

埼玉県の郵便史（108） 白久郵便局



金沢 真之 「明治21年1月1日ヨリ標準時ヲ通知スルコトノ達」と書込みのある郵便事務封筒

東京都公文書館蔵史料から「廣運舎関連図面資料」

田中　 寛 明治44年 親鸞聖人六百五十回大遠忌臨時郵便局について

近辻 喜一 明治前期の定期航路

早川 進一 資料回覧、一泊研修旅行について

星名 定雄 英国の新博物館の建設計画

牧野 正久 江戸の定飛脚問屋の所在地－江戸切絵図による確認－

2008年

開催日 発表者 タ イ ト ル

08.11.29. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（103） 杉戸局の小包郵便

埼玉県の郵便史（104） 下吉田郵便局

埼玉県の郵便史（105） 菖蒲郵便局

金沢 真之 埼玉県内陸羽道筋の初期郵便逓送に関する文書２件について

児玉 敏夫 東京八王子間の鉄郵印

田中　 寛 開函証印について

近辻 喜一 「こだいらの郵便」展 補遺

早川 進一 資料回覧

星名 定雄 郵便強盗と護衛と銃と

牧野 正久 江戸町人の生活行動を律した情報－暦と歳時記－

08.09.28. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（100） 紅枠二つ折りはがきと埼玉

埼玉県の郵便史（101） 女学校寄宿舎での郵便検閲

埼玉県の郵便史（102） 下細谷郵便局

児玉 敏夫 中央線の建設経過

近辻 喜一 「こだいらの郵便」展

多摩の電報送達紙

早川 進一 資料回覧

星名 定雄 ロンドンの地下郵便鉄道

牧野 正久 関東大震災時の大新聞と地方版

08.07.27. 絵鳩 昌之 二代目駅逓長官　浜口成則について

上遠野義久 埼玉県の郵便史（97） 時刻表示Ｘ型 櫛型日付印

埼玉県の郵便史（98） 扇町屋の郵便取扱人

埼玉県の郵便史（99） 下奈良郵便局

児玉 敏夫 篠ノ井線開通による逓送経路の変遷

田中　 寛 都市逓信講習所内郵便局について

近辻 喜一 明治期多摩の鉄道郵便

早川 進一 資料回覧

星名 定雄 英国1984年馬車図案切手の原画絵葉書

牧野 正久 関東大震災と東京に兄弟紙がある大阪三新聞が発行した号外

三木 伸一 高等女学校寄宿舎での検閲

08.5.24.-25. 研修旅行　奈良・旧茗荷郵便局と桜井市を訪ねて

08.03.30. 絵鳩 昌之 見本切手の保管状況一覧　－明治廿壱年壱月改正　願伺諸用留　府馬郵便局より－

上遠野義久 埼玉県の郵便史（95） ＫＢ2型二重丸印の便号

埼玉県の郵便史（96） 志木郵便局

児玉 敏夫 明治13年 明治天皇御巡幸について



田中　 寛 陸軍特別大演習大本営内局について

近辻 喜一 明治前期の鉄道郵便

早川 進一 資料回覧

三木 伸一 「守礼門復元」に関する書簡

牧野 正久 江戸期・明治初期（旧暦時代）の暦の構造 －太陰太陽暦－

藪内 吉彦 西欧郵便事情の紹介と實見

08.01.27. 絵鳩 昌之 終戦直後進駐軍に対する対応を指示する通達について

上遠野義久 埼玉県の郵便史（92） 粕壁から春日部へ

埼玉県の郵便史（93） 陸軍特別大演習と所沢飛行場

埼玉県の郵便史（94） 幸手郵便局　

児玉 敏夫 明治44年３月発行の「通信提要」について

田中　 寛 明治41年度 関東都督府管内通常郵便物局別数

近辻 喜一 鉄道郵便２題－多摩と南満州－

早川 進一 資料回覧

星名 定雄 インターネットサイト「日本の古本屋」で購入した郵便関係の文献

牧野 正久 手彫カナ入切手の配給記録を捜そう

2007年

開催日 発表者 タ イ ト ル

07.11.25. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（89） 志木局の櫛型日付印

埼玉県の郵便史（90） 坂石郵便局　

埼玉県の郵便史（91） 坂戸郵便局　

児玉 敏夫 中央線全通前の盬尻福嶋間の鉄郵印について

近辻 喜一 多摩の不統一印

早川 進一 資料回覧

07.09.30. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（87） 戦中戦後の小型唐草機械日付印

埼玉県の郵便史（88） 児玉郵便局　

児玉 敏夫 ヨーロッパの郵便局巡り

田中　 寛 「手押標語印」（国内）について

近辻 喜一 小判５厘葉書

早川 進一 資料回覧

牧野 正久 暦註の解説書『大雑書』の歴史

07.07.29. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（85） 明治中後期の銀行差出し郵便

埼玉県の郵便史（86） 越ケ谷郵便局　

児玉 敏夫 信濃國の大区小区と郵便局について　第４回

田中　 寛 菊切手貼「再度為替証書請求書」

近辻 喜一 P.M.S.S.の郵便

早川 進一 資料回覧

牧野 正久 逓信省から内国通運への『命令書』の変遷

07.5.18.-19. 研修旅行　小江戸川越を訪ねて

07.03.25. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（71-2） ヘリコプター郵便（2）

埼玉県の郵便史（83） 鉄道貨物と郵便

埼玉県の郵便史（84） 鴻巣郵便局　

児玉 敏夫 信濃國の大区小区と郵便局について　第３回

田中　 寛 筑紫磐井『標語誕生！』を読む



近辻 喜一 モース『日本その日その日』に描かれた明治の郵便

早川 進一 ５月研修旅行案および資料回覧

牧野 正久 届け先を豊富に示すガイド書：『通信区画便覧付録』

07.01.28. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（81） 近代建築の主と郵便

埼玉県の郵便史（82） 栗橋郵便局　

田中　寛 『仁川府史』から－仁川局製の私製葉書が存在した？－

早川 進一 資料回覧

星名 定雄 セント・ヴァレンタイン・デーと郵便局

牧野 正久 郵便逓送資料（埼玉県を中心とした）

三木 伸一 明治28年 諏訪商店「古郵便切手はがき買入値段表」

郵便に見る戦後日本史②　在米日系人強制収容所

2006年

開催日 発表者 タ イ ト ル

06.11.26. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（79） 明治期の電信

埼玉県の郵便史（80） 熊谷郵便局　

児玉 敏夫 信濃國の大区小区と郵便局について　第２回

田中　 寛 北清事変関連のエンタイヤから

近辻 喜一 年賀状の到着印

早川 進一 資料回覧

星名 定雄 『情報と通信の文化史』出版までの経過

牧野 正久 課金局報について －局報の種類（二）－

三木 伸一 国立国会図書館所蔵『郵便線路図』について

郵便に見る戦後日本史①　警察予備隊の創設

06.9.24. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（77） 局名入り持戻り付箋

埼玉県の郵便史（78-1） 串作郵便局　　（78-2） 国神郵便局

児玉 敏夫 信濃國の大区小区と郵便局について　第１回

田中　 寛 大型小包送票の（乙）と（丙）

近辻 喜一 多摩の櫛型印（1906-1951）

早川 進一 資料回覧

星名 定雄 沖縄県の郵便創業

牧野 正久 電報の官報と局報の変遷

06.7.30. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（75） 下奈良郵便局史料

埼玉県の郵便史（76） 久喜郵便局　

児玉 敏夫 小包郵便法について

田中　 寛 大正８年、貯蓄奨励の懸賞標語から

近辻 喜一 告示に見る横浜線の鉄道郵便

星名 定雄 朝陽会による凹版見本切手

牧野 正久 公用電信の暗号表

三木 伸一 キャスリン台風の見舞状

06.5.11-12. 研修旅行　神戸市有馬・切手文化博物館を訪ねて

06.3.26. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（73） 大型縦書丸一印

埼玉県の郵便史（74） 行田郵便局　

児玉 敏夫 信濃國の大小区と郵便局の設置

田中　 寛 電信切手の額面別用途を考える



近辻 喜一 明治13年の郵便延着

多摩の郵便・八王子

早川 進一 資料回覧

星名 定雄 黒のポストと緑のポスト

牧野 正久 葉書通信・追加情報

三木 伸一 沖縄の郵便印 1879-1945

06.1.29. 淺見 啓明 明治９年３月１日 東京口駅４局への達

上遠野義久 埼玉県の郵便史（71） ヘリコプター郵便

埼玉県の郵便史（72-1） 川俣郵便局　　（72-2）騎西郵便局

篠田日出雄 事故証示印 ６例

田中　 寛 近代ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾗｲﾌﾞﾗﾘｰより「現行駅逓法令類聚」-Ⅱ

近辻 喜一 ２つ小川郵便局

早川 進一 資料回覧

牧野 正久 電信研究 その三　・中央電信局の歴史　　・明治十年代 電報送達紙の分類

2005年

開催日 発表者 タ イ ト ル

05.11.27. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（69） １９４５年の郵便

埼玉県の郵便史（70） 川越郵便局

児玉 敏夫 郵便創始七十五周年記念切手の発売状況について

田中　 寛 近代ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾗｲﾌﾞﾗﾘｰより「現行駅逓法令類聚」-Ⅰ

近辻 喜一 甲州街道（毎日便）

貯金通知書

牧野 正久 江戸時代　東海道の実況　は何処まで解るか？

電信回線について

三木 伸一 史料紹介　「電信略語」「韓国皇帝退位と義兵闘争」「秩父事件と郵便」

05.9.25. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（67） 明治初年の写真から

埼玉県の郵便史（68） 川口郵便局

児玉 敏夫 明治21年松本大火の焼失地図、東郷大将と軍艦三笠

田中　 寛 佐倉丸物語

近辻 喜一 中山道高宮驛・塩谷家文書

早川 進一 資料回覧

牧野 正久 電信略語・約字の研究 －その二－

05.7.31. 淺見 啓明 明治５年郵便線路図

絵鳩 昌之 千葉県郵便史から２点

上遠野義久 埼玉県の郵便史（65） 鉄道郵便線路発着表

埼玉県の郵便史（66） 加須郵便局、上大越郵便局、上新郷郵便局、上彦川戸郵便局

児玉 敏夫 松本郵便局焼失前後のボタ印影

田中　 寛 法令全書

近辻 喜一 近江・穴村郵便局

早川 進一 資料回覧

星名 定雄 一種郵便用切手

牧野 正久 電信に利用された略語・約字表

三木 伸一 関東大震災当日の葉書ほか

05.6.4.-5. 研修旅行　長野県松本市及び近郊を訪ねて



05.3.27. 淺見 啓明 縦書丸一印の郵便誤用例

上遠野義久 埼玉県の郵便史（63） 郵便検閲について

埼玉県の郵便史（64） 皆谷郵便局、粕壁郵便局

児玉 敏夫 時刻入型鉄郵印の開始時期について

田中　 寛 愛媛県吉田局の事故郵便２題、類似二重丸印２例

近辻 喜一 GOLDEN RULES OF PHILATELY

早川 進一 情報検索

牧野 正久 社会事業用特別郵便切手の発行

三木 伸一 西表炭鉱と郵便、明治期・小早川スタンプ商会絵葉書

山崎 善啓 戦時下の郵便検閲

05.1.30. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（61） 明治初年の郵便線路と架橋について

埼玉県の郵便史（62） 桶川郵便局、越生今市・越生郵便局

児玉 敏夫 名士秘蔵の切手展

篠田日出雄 事故証示印

田中　 寛 便号空欄・丸一印を考える

近辻 喜一 東海道の二重丸印コレクションほか

星名 定雄 情報と通信の文化史

牧野 正久 葉書通信一覧・追録

三木 伸一 戦前の沖縄の郵便 1874-1926

2004年

開催日 発表者 タ イ ト ル

04.11.28. 淺見 啓明 大型縦書丸一印様の私印

上遠野義久 埼玉県の郵便史（59） 二重丸印について

埼玉県の郵便史（60） 小川郵便局

児玉 敏夫 内国通運会社社長 佐々木荘助氏について

田中　 寛 アジア歴史資料センターのデジタル資料について

近辻 喜一 明治16年駅逓局統計書と松江郵便電信局統計材料

早川 進一 前島密と諸井家の資料

牧野 正久 『駅逓明鑑』に見る埼玉県

三木 伸一 沖縄米軍工事と大手建設資本の進出

04.10.3. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（57） 官民郵便について

埼玉県の郵便史（58） 小鹿野郵便局

児玉 敏夫 水戸近傍の小局の二重丸印２例

田中　 寛 横濱郵便電信局統計書

近辻 喜一 配達の証示印

早川 進一 江戸方角かんがえ物ほか

牧野 正久 東海道郵便馬車 運行事故の記録

04.7.25. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（55） 小判５厘葉書と加貼切手

埼玉県の郵便史（56） 大和田郵便局

児玉 敏夫 冩真電報について

田中　 寛 旧韓国の郵便及び電信

近辻 喜一 明治前期の郵便馬車

星名 定雄 航空郵便の料金

牧野 正久 袋井 新式郵便御用留



藪内 吉彦 幻の郵便人力車

04.6.5.-6. 研修旅行　滋賀県琵琶湖東部と旧八幡郵便局を訪ねて

04.3.28. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（53） 裁判所と郵便

埼玉県の郵便史（54） 大宮郵便局（秩父郡）・大宮郷郵便局

児玉 敏夫 鉄郵引受けの公用郵便

田中　 寛 明治28年度東京郵便電信局本局・支局 取集郵便物集計

近辻 喜一 川和郵便局資料 ２

早川 進一 新聞記事データーベース検索

牧野 正久 東海道と川支

04.1.25. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（51） 地方特別郵便と約束郵便

埼玉県の郵便史（52） 大宮郵便局（北足立郡）

児玉 敏夫 大宮・川越間の鉄道郵便線路について

田中　 寛 武蔵国無集配局の丸一印

近辻 喜一 川和郵便局資料

星名 定雄 岩倉使節団がみた１ペニー郵便

牧野 正久 東海道往復郵便物の馬車輸送（明治８年11月～22年６月）

三木 伸一 満州郵便史ノート（1）

山根 伸洋 郵便馬車関係の資料から

2003年

開催日 発表者 タ イ ト ル

03.11.30. 淺見 啓明 はがき印面に５厘切手加貼使用例

上遠野義久 埼玉県の郵便史（49） 櫛型分室印（1）

埼玉県の郵便史（50） 大河原郵便局、大越郵便局、太駄郵便局、大淵郵便局

児玉 敏夫 明治44年10月１日現在 埼玉縣郵便線路結束図

篠田日出雄 事故証示印

田中　 寛 明治時代の局メグの記

近辻 喜一 地方特別郵便と約束郵便

三木 伸一 沖縄郵便史ノート（6）

03.9.28. 淺見 啓明 新発見・練驛郵便取扱所不統一印ほか

上遠野義久 埼玉県の郵便史（47） 大井郵便局

埼玉県の郵便史（48） 明治期の第３種郵便

児玉 敏夫 松本の箱場印

篠田日出雄 大正６年10月の大暴風ほか

田中　 寛 郵便条例時代の受取人不明による還付例２件

近辻 喜一 五日市郵便局資料

星名 定雄 アメリカ最初の郵便局

03.7.27. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（45） 扇町屋郵便局

埼玉県の郵便史（46） 小包郵便市外町村里程表

児玉 敏夫 明治７年郵便規則の追補について

田中　 寛 武蔵國西小松川郵便局

近辻 喜一 長野中牛馬資料

早川 進一 音楽・映画と郵便

星名 定雄 アメリカ切手図案の私製葉書

牧野 正久 葉書通信一覧



三木 伸一 那覇中央局の和文ローラー印

03.5.24.-25. 研修旅行　新潟県上越市・前島記念館を訪ねて

03.3.30. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（44） 全日本切手展2003「埼玉県の郵便史（大正昭和）」解説

篠田日出雄 川支延着印２例

田中　 寛 丸一型電話印について

近辻 喜一 多摩御陵の臨時郵便局

牧野 正久 終戦前後の郵趣葉書通信

三木 伸一 戦前・沖縄県の櫛型印リスト（1）

03.1.27. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（43） 浦和郵便局

児玉 敏夫 都内小包

田中　 寛 持込税をめぐる証示印２例

近辻 喜一 空白期の鉄道郵便

星名 定雄 アメリカ切手図案の私製葉書

三木 伸一 続・宜野湾郵便局原符について

藪内 吉彦 郵便取扱役の等級と手当

山根 伸洋 工部省の廃止と逓信省の成立をめぐって

2002年

開催日 発表者 タ イ ト ル

02.11.24. 淺見 啓明 明治初年の武蔵国の郵便線路

絵鳩 昌之 写真集に見る「郵便局」を考察

上遠野義久 埼玉県の郵便史（41） 岩槻郵便局

埼玉県の郵便史（42） 梅原郵便局

児玉 敏夫 郵便端書用文

田中　 寛 エンタイヤを読む １

近辻 喜一 羽村/福生の郵便集配

早川 進一 インターネットからの資料紹介

牧野 正久 二次昭和二銭切手（木造船）発行の経緯

三木 伸一 宜野湾郵便局の郵便料金受領証原符綴

藪内 吉彦 郵便取扱役制度の形成過程

02.9.29. 絵鳩 昌之 三等郵便局の経営

上遠野義久 埼玉県の郵便史（40） 右書唐草型機械印について

児玉 敏夫 明治17年 信濃国生坂局資料

篠田日出雄 事故証示印

田中　 寛 広告印について（5）

近辻 喜一 板橋郵便局資料

早川 進一 文献資料の紹介

02.7.28. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（39） 全日本切手展2002「埼玉県の郵便史（明治後期）」解説

児玉 敏夫 篠ノ井線 篠ノ井松本間開通時の郵便逓送

田中　 寛 市外集配順路明細図

近辻 喜一 手彫時代の郵便史ほか

早川 進一 文献資料の紹介

02.5.25.-26. 研修旅行　福島県会津田島町・御蔵入細井家資料館を訪ねて

02.3.31. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（38） 郵便物表記に見る武蔵国から埼玉県

児玉 敏夫 昭和４年版　東京電車案内図



田中　 寛 明治中・後期　横浜市内郵便局所

近辻 喜一 キヨッソーネ里帰り展から

早川 進一 日本国語大辞典から「郵便」

牧野 正久 加藤倉吉氏の凹版年賀状ほか

02.1.27. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（36） 櫛型料金収納印について

埼玉県の郵便史（37） 猪ノ鼻郵便局、今市郵便局、入間川郵便局

児玉 敏夫 甲武鉄道市街線の建設と牛込駅の開業

篠田日出雄 事故証示印ほか

田中　 寛 明治中・後期　東京市内郵便局所のリスト

近辻 喜一 入間の郵便

牧野 正久 凹版彫刻者について

2001年

開催日 発表者 タ イ ト ル

01.11.25. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（34） 東武東上線の鉄道郵便印について

埼玉県の郵便史（35） 吾野郵便局、上尾郵便局

児玉 敏夫 錦絵に描かれた松本郵便局

田中　 寛 武蔵国　丸一電信印

近辻 喜一 明治時代の青梅街道郵便

永冨　 功 便号制度について

早川 進一 インターネットでの文献検索

星名 定雄 米国のエラー切手

牧野 正久 定額小為替受領証

藪内 吉彦 東海道石部駅文書から銭勘定

01.9.30. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（32） 日本国際切手展2001　埼玉県を中心とするマテリアル

埼玉県の郵便史（33） C欄かな入り櫛型日付印について

児玉 敏夫 粕壁から結城までの郵便逓送

篠田日出雄 武蔵下練馬KG印

近辻 喜一 多摩の郵便あれこれ

早川 進一 インターネットでの文献検索

01.7.29. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（31） 全日本切手展2001「埼玉県の郵便史（明治前期）」解説

児玉 敏夫 『郵趣』草創期の刊行物

篠田日出雄 事故証示印

田中　 寛 明治38年３月・通信官署名冠称準則について（1）

近辻 喜一 甲州道中の郵便印（1872-1888）

早川 進一 『広辞苑』に「郵便」を読む

日比 茂春 備前国・日比郵便局の消印

星名 定雄 マルレディー封筒の秘話

三木 伸一 「前島密書簡集」について

01.5.26. 一日研修旅行　旧取手宿本陣と郵便保護銃を訪ねて

01.3.25. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（29） 明治38年県内局の郵便物数

埼玉県の郵便史（30） 埼玉県内からの外国宛て郵便

田中　 寛 北越鉄道（信越本線）直江津柏崎間　開通初期の鉄道時刻表とエンタイヤ

近辻 喜一 明治の小川郵便局

早川 進一 インターネットでの文献検索



牧野 正久 関東大地震記録

三木 伸一 武蔵国秩父地方の郵便使用例

藪内 吉彦 前島密　郵便の官営独占を必要とする理由

01.1.28. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（27） 北葛飾郡西宝珠花局について

埼玉県の郵便史（28） 浦和局の標語入日付印について

篠田日出雄 明治期の事故証示印集

田中　 寛 広告印について（4）

近辻 喜一 西京と大坂の馬車郵便

牧野 正久 関東大地震の被災と再開状況 ３

2000年

開催日 発表者 タ イ ト ル

00.11.26. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（25） 武蔵川口・鍋屋平五郎の郵便について

埼玉県の郵便史（26） 所沢局の丸一型日付印について

児玉 敏夫 東海道本線の開通と鉄道郵便局の開設

篠田日出雄 明治期の事故証示印

鈴木 康嗣 武蔵国南葛飾地区の郵便

田中　 寛 広告印について（3）

近辻 喜一 東京横浜郵便

早川 進一 毎日フォトバンクから

牧野 正久 関東大地震の被災と再開状況 ２

00.9.24. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（23-1） 埼玉県内の広告印（補遺）

埼玉県の郵便史（24） 国分寺川越間の鉄道郵便印について

児玉 敏夫 伊勢山田局の開局日について（追加）

篠田日出雄 事故便

田中　 寛 広告印について（2）

近辻 喜一 鉄道郵便のはなし

早川 進一 インターネットからの検索

00.7.30. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（22） 東武伊勢崎線の鉄道郵便印について

埼玉県の郵便史（23） 埼玉県内の広告印について

児玉 敏夫 伊勢宇治山田局の開局日について

篠田日出雄 事故便・紛来

近辻 喜一 小川局関係資料

星名 定雄 ペニーブラックのリプリント

牧野 正久 桜10円切手の使用例

00.5.27.-28. 研修旅行　明治村を訪ねて

00.3.26. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（20） 熊谷裁判所浦和支庁の郵便２例

埼玉県の郵便史（21） 櫛型鉄郵印・東京大宮間について

児玉 敏夫 鉄道開通と鉄道郵便線路の開設

田中　 寛 広告印について（1）

近辻 喜一 東村山市・江藤家文書

00.1.30. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（19） 県内明治期の鉄道と鉄郵印から

児玉 敏夫 松本市中大火直後の郵便

篠田日出雄 事故郵便関係３点

近辻 喜一 小川郵便局の沿革と日付印



中村日出男 明治４年３月東海道赤坂資料より

星名 定雄 ロンドンの地下郵便鉄道について

1999年

開催日 発表者 タ イ ト ル

99.11.28. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（17） ２つの武蔵小川局丸一印

埼玉県の郵便史（18） 埼玉県内に設置された在日アメリカ軍事郵便局

児玉 敏夫 松本郵便局の二重丸型印について

篠田日出雄 事故郵便物

田中　 寛 東京郵便沿革について

近辻 喜一 小川家文書について

早川 進一 新聞情報の検索

星名 定雄 ペニーブラック秘話

99.9.26. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（15） 関東大震災と郵便

埼玉県の郵便史（16） 櫛型日付印のバラエティ（1）

児玉 敏夫 松本局記番印最初期使用例

篠田日出雄 事故証示印

近辻 喜一 北多摩郡小川局・小平局の丸一印

早川 進一 新聞記事検索と日光街道里程表

星名 定雄 タキシス郵便

99.7.25. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（13） 記番印とＫＧ印の抹消使用

埼玉県の郵便史（14） 秩父鉄道の鉄郵印

田中　 寛 青一葉書の長旅

近辻 喜一 小平小川郵便局

中村日出男 鉄製丸形ポストの移り変わり

早川 進一 ＴＲＣ新刊書籍検索

星名 定雄 駅鈴の話

99.5.30. 絵鳩 昌之 「取手市史資料目録」の紹介

上遠野義久 全日本切手展1999出品作品「昭和切手 -マライ・スマトラの使用例-」解説

児玉 敏夫 松本局の二重丸型ＫＧ印初期使用

田中　 寛 「明治11年 大日本駅程宝鑑」の紹介

星名 定雄 イギリス駅逓略史 -中世から近代までの発展を概観する-

牧野 正久 〔公報〕震災彙報（しんさいいほう）

ビデオ鑑賞 千葉ﾃﾚﾋﾞ　前島密翁没後80年記念番組「世紀を超える人」

99.3.28. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（11） 明治12年県内局の郵便発信数

埼玉県の郵便史（12） 埼玉県文書館「文書にみる文明開化」展から

篠田日出雄 事故郵便

田中　 寛 福島県下（磐城・岩代）の二重丸印の話題

早川 進一 雑誌記事索引ＣＤ-ＲＯＭ

星名 定雄 ロンドン・ゼネラルポストオフィスの銅版画

牧野 正久 産業図案２円切手に見られる標語印と広告印

99.1.24. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（9） 郵便受取所と無集配三等局

埼玉県の郵便史（10） 三井文庫別館切手室

児玉 敏夫 東京大区小区の町名

篠田日出雄 事故郵便



田中　 寛 宇川隆雄著「北海道郵便創業史話」の紹介

近辻 喜一 浅間温泉疎開中の石井柏亭書簡

早川 進一 雑誌文献情報の紹介

星名 定雄 フランス駅逓略史

藪内 吉彦 袋井資料から

1998年

開催日 発表者 タ イ ト ル

98.7.26. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（8） 明治の区制度と郵便

篠田日出雄 明治時代初期の事故証示印

田中　 寛 山岳局をめぐる連想

近辻 喜一 郵便局長間の葉書使用例

中村日出男 長崎県勧業課事務簿・郵便御用留

早川 進一 文献紹介「判例体系CD-ROM」「南方軍政書誌」

98.5.30.-31. 研修旅行　福島市資料展示室（金子一郎ｺﾚｸｼｮﾝ）を訪ねて

98.3.22. 絵鳩 昌之 取手市の郵便資料公開について

上遠野義久 埼玉県の郵便史（6） 明治43年東京大洪水関係使用例

埼玉県の郵便史（7） 箱場印使用例

近辻 喜一 明治15年日本帝国郵便規則抄録

中村日出男 郵便ポストの移り変わり

早川 進一 雑誌記事索引 CD-ROM について

牧野 正久 郵便機械化

98.1.25. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（5） 明治期の中継印使用例

児玉 敏夫 事故証示印４例

篠田日出雄 静岡の事故証示印　川支延着・夜川支延着・雨天延着

田中　 寛 明治43年東京大洪水と郵便

近辻 喜一 明治期の多摩の郵便印（1872-1909）

早川 進一 私の郵趣文献探索法Ⅱ

1997年

開催日 発表者 タ イ ト ル

97.11.23. 上遠野義久 埼玉県の郵便史（3） 埼玉県内の事故証示印付き郵便

埼玉県の郵便史（4） 埼玉県内で使用された穿孔切手

児玉 敏夫 中央線の鉄郵印

篠田日出雄 明治期の事故証示印　

田中　 寛 事故証示印２例

97.9.28. 絵鳩 昌之 献納された郵便ポスト

上遠野義久 埼玉県の郵便史（1） 郵便局長会発行の震災私製はがき

埼玉県の郵便史（2） 埼玉県内の戦前ローラー印使用例

田中　 寛 ステーショナリー番外編

中村日出男 年賀郵便のあゆみ

早川 進一 図書館員からみた文献探索

97.7.27. 上遠野義久 南方占領地の昭和切手使用例（蘭印）

近辻 喜一 多摩の櫛型印（1906-1950）

97.5.25. 一日研修　郵便創業関係史跡めぐり



97.3.23. 絵鳩 昌之 ある商家の年賀状　昭和11年

田中　 寛 明治中・後期　武蔵国郵便局所（明治21年～42年）

早川 進一 私の郵趣文献探索法Ⅱ

97.1.19. 岡安 一雄 埼玉県大利根町の旧家に残された封書から

片山七三雄 JAPEX96出品作品「逓信省」解説

児玉 敏夫 水戸近傍の記番印

近辻 喜一 多摩の郵便事始め（郵便史の点と線と面）

1996年

開催日 発表者 タ イ ト ル

96.11.17. 絵鳩 昌之 創業時における郵便事業と県政のかかわり

嶋田 幸一 群馬県における創設期の郵便

中村日出男 郵便創業時の配達方法

96.9.16. 絵鳩 昌之 明治５年５月１日

近辻 喜一 関東地方の丸菊１銭カナ入り葉書

資料紹介「旧府中郵便取扱所（旧矢島家住宅）調査報告書」

96.8.3.-4. 研修旅行　長野県阿智村駒場・ぼくらの郵便電話資料館 を訪ねて

96.5.26. 上遠野義久 南方占領地マライの郵便史

近辻 喜一 京阪郵便Ⅱ

所沢発東京行き郵便（明治9年-10年）

星名 定雄 英国の郵便馬車について

96.3.31. 阿部 昭夫 改訂・信濃國の記番印 <ウ>

片山七三雄 明治期の中継印・配達印の郵便史

近辻 喜一 京阪郵便馬車会社について
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